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家
畜
共
済
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
！

平
成
３‐
年
１
月
以
降
に
共
済
責
任
期
間

が
開
始
さ
れ
る
も
の
か
ら
、
以
下
の
よ
う

な
事
項
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
い
き
ま
し
よ
う
！

①

「死
亡
廃
用
共
済
」
と

「疾
病
傷
害
共
済
」
に
分
離

改
正
前
は
死
廃
事
故
と
病
傷
事
故
を
セ
ッ
ト

に
し
た
家
畜
共
済
に
加
入
す
る
方
式

で
し
た

が
、
改
正
後
は
死
廃
事
故
を
扱
う

「死
亡
廃
用

共
済
」
と
病
傷
事
故
を
扱
う

「疾
病
傷
害
共
済
」
に
分
か

れ
、

一
方
の
み
の
加
入
ま
た
は
両
方
の
加
入
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

と

さ
ら
に
、
改
正
前
は
死
廃
事
故
と
病
傷
事
故
は
両
方
同
じ

付
保
割
合

（補
償
割
合
）
に
設
定
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
改
正
後
は

「死
亡
廃
用
共
済
」
と

「疾
病
傷
害

共
済
」
の
付
保
割
合

（補
償
割
合
）
を
別
々
に
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
棚
卸
資
産
的
家
畜
の
死
廃
事
故

日
々
価
値
が
増
加
す
る
棚
卸
資
産
的
家
畜
で
死
廃
事
故
が

発
生
し
た
場
合
、
改
正
前
で
は
加
入
時
の
資
産
価
値
で
補
償

し
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
事
故
発
生
時
の
資
産
価
値
で
補
償
し

ま
す
。

な
お
、
固
定
資
産
的
家
畜
の
死
廃
事
故
の
場
合
、
改
正
前

と
同
様
、
加
入
時
の
資
産
価
値
で
補
償
し
ま
す
。

⑤

家
畜
の
異
動
通
知

新
制
度
で
は
、
農
家
か
ら
の
異
動
通
知
は
、
そ
の
都
度
、

行
わ
な
く
て
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
期
末
の
飼
養
実

績
の
確
認
が
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
に
準
じ

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

画

死亡廃用共済のみ

疾病傷害共済のみ

死亡廃用共済+疾病傷害共済

炒

③
牛
自
血
病
の
取
り
扱
い

改
正
後
は
家
畜
商
に
売
却
し
た
後
、
と
畜
場
で
牛
白
血
病

に
よ
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
共
済
金
の
支
払
対
象

と
な
り
ま
す
。

④
待
期
間
中
に
発
生
し
た
共
済
事
故
の
取
り
扱
い

待
期
間
中
に
死
廃
事
故

・
病
傷
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の

共
済
金
支
払
条
件
が
拡
大
し
ま
す
。

改
正
前
は
、
家
畜
の
導
入
後
２
週
間
以
内
は
待
期
間
が
発

生
し
、
原
則
と
し
て
共
済
事
故
に
対
す
る
共
済
金
の
支
払
が

で
き
ま
せ
ん

（※
ｌ
）
。

改
正
後
は
、
家
畜
共
済
加
入
者
間
で
取
引
さ
れ
た
家
畜
に

つ
い
て
、

一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

（※
２
）
、
導
入
後
に

発
生
す
る
待
期
間
中
の
共
済
事
故
で
あ

っ
て
も
、
共
済
金
の

支
払
が
で
き
ま
す
。

（
※
１
）
例
外
と
し
て
、
導
入
後
の
外
傷
な
ど
事
故
原
因

お
よ
び
発
生
が
導
入
後
で
あ
る
こ
と
が
明
確
で

あ
る
場
合
は
共
済
金
の
支
払
が
で
き
ま
す
。

（
※
２
）

ｏ
取
引
後
１
週
間
以
内
に
、
家
畜
が
組
合
員
の

農
場
に
い
る
こ
と

・
２
週
間
以
上
前
か
ら
前
加
入
者
に
て
、
同
じ

共
済
関
係
に
あ

っ
た
場
合

が分離

これらの選択が
可能に !

}

死亡廃用共済+疾病傷害共済の加入
…死亡廃用共済を高く、疾病傷害共済を低く設定が可含〕こ!

◎家畜区分

露1箇期期 召

◎棚卸資産的家畜の補償イメージ 佃巴育牛等の場合)
(千円)

共済価額

(1頭 )

40万円

付保曽」合

20万円

1頭当たり全て40万円

期首に付保害」合を50%選択と仮定する

共済金額

補償金額

1,200万 円

付保割合

共済価額に対する

共済金の支払書l合

(農家が選択)

◎家畜共済の仕組み (改正後)

飼育頭数
の変化

共済価額

家畜の資産価値の

2,400万円

10頭導入

◎病傷事故の自己負担割合イメージ

<改正前>

<改正後>

合計

50%

牛
に
お
い
て
は
、
（独
）
家
畜
改
良
セ
ン
ダ
ー
の
個
体
識
別

情
報
を
も
と
に
、
期
間
内
に
実
際
に
飼
養
し
た
頭
数
を
再
計

算
し
て
、
掛
金
を
調
節
し
ま
す
の
で
、
同
セ
ン
ダ
ー
ヘ
の
家

畜
異
動
の
届
出
を
必
ず
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

⑥
病
傷
事
故
診
療
費
の
自
己
負
担

改
正
前
は
初
診
料
が
自
己
負
担
で
し
た
が
、
改
正
後
は
初

診
料
を
含
む
診
療
費
全
体
の
う
ち
１
割
が
自
己
負
担
と
な
り

ま
す

（※
）
。

※
２
０
２
０
年
１
月
１
日
以
降
、
継
続
引
受
ま
た
は
新
規

引
受
を
し
た
組
合
員
の
方
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

号
3015(死1=)    208

共済掛金期間

例)付保割合60%
8ヵ 月齢だった子牛が15ヵ月齢で死亡した場合

支払共済額は・・・

く改正前>55万円X60%=33万円
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特集 制度改正 と
収入1果院家畜商に売却

(セットでカロ入)

と畜場

牛白血病による

事故が発生
爾

―
斃翻

付保割合(補償割合)共済金の請求が

可能に 1

固定資産的家畜 棚と口資産的家畜

乳牛のl比4等
搾乳牛

(満 24月齢以上)

育成乳牛

(満24月齢未満)

肉用牛等
繁殖用雌牛

(満 24月齢以上)
育成・肥育牛

一般馬 繁殖用l比と馬 育成・肥育馬

種豚・肉豚 種豚 肉豚

固定共済価額X付保割合
期首に策定した年間
の飼育計画 (60頭 )
に基づき設定

期首50頭

固定資産的家畜

乳牛のlttt等 乳用種種雄牛

肉用牛等 肉用種種雄牛

一般馬 種雄馬

支払額は変動しない

期末60頭

死亡時点の
資産価値

資産価値に差が発生期首の

資産価値

出
荷
月
齢

―――――一―――――<改正後の付保割合>――一―――
ⅢⅢⅢⅢⅢ
Ⅲ
f

rlrrfrFr●
'い
・ミ!(初診料)

自己負担

(10割 )

(初診料以外の診療費)

其済金 (10害」)

共済金 (9割 )

自己負担 (1割 )

差額は

9万円 !

HINOKUNI

(月 齢 )

<改正後>70万円X60%=42万円

初診料を含む診療費

}

HINOKUNI3



特集 制度改正 と収入1早喰

改
正
後
の
制
度
は
、
共
済
責
任
期
間
が
平
成
３‐
年
１
月

１
日
以
降
に
責
任
開
始
す
る
も
の
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

○
短
期
加
入
基
準
の
見
直
し

加
入
す
る
期
間
に

つ
い
て
は
、
基
本
的

に
１
年
間

で

す
。
た
だ
し
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
短
期
加
入
も
可
能
と

な

っ
て
い
ま
す
。

改
正
前

【
綱
凋
鋼
閏
劇
週
鋼
剰
姻
し、―
又
は
始
期
、
終
期

を
合
わ
せ
る
た
め
。
（最
低
４
カ
月
）

↑

改
正
後

一
調
固
剃
間
が
週
鋼
錮
姻
し、―
又
は
始
期
、
終
期

を
合
わ
せ
る
た
め
。
（最
低
１
カ
月
）

○
被
覆
期
間
・
未
被
覆
期
間
の
導
入

改
正
後
は
ビ
ニ
ー
ル
を
被
覆
し
な
い
期
間

（未
被
覆
期

間
）
も
責
任
対
象
と
な
る
た
め
、
被
覆
期
間

。
未
被
覆
期

間
を
含
め
た
共
済
責
任
期
間
を
１
年
間
と
す
る
補
償
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
未
被
覆
期
間
の
導
入
に
よ
り
、
パ
イ
プ
の
み
の
状

態
で
被
害
に
あ
っ
た
場
合
も
補
償
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
被
覆
期
間
、
未
被
覆
期
間
で
は
被
害
に
遭
う
可
能

性
が
異
な
る
た
め
、
掛
金
率
に
大
き
な
差
が
設
け
ら
れ
て

ぃ
ま
す

（５０
～
８０
倍
程
度
。
掛
金
率
は
ハ
ウ
ス
の
型
式

・

加
入
方
式
等
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）
。

平
成
３‐
年
１
月
１
日
か
ら
収
入
保
険
の
保
険
期
間
が
始
ま
り
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
農
業
共
済
で
は
補
償
で
き
な
か

っ
た
、
露
地
野
菜

・

た
ば
こ

・
い
草

・
椎
茸
な
ど
を
栽
培
さ
れ
て
い
る
農
家
の
方
々
に

も
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
１
月
か
ら
の
加
入
を
見
送

っ
た
方
で
、
加
入
を
検
討
さ
れ

て
い
る
方
は
、
補
償
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
個
人
の
場
合
、
次
の
加
入
は
来
年
の
１
月
か
ら
に
な
り

ま
す
が
、
来
年
度
分
の
加
入
の
受
け
付
け
は
、
今
年
の
４
月
か
ら

始
め
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
農
業
経
営
に
取
り
組
む
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
法
人
に
つ
い
て
は
、
事
業
開
始
年
月
の
２
か
月
前
の
末

日
ま
で
、
加
入
申
請
で
き
ま
す
の
で
、
今
後
も
随
時
受
付
を
行

っ

て
い
き
ま
す
。

収
入
保
険
に
加
入
さ
れ
た
み
な
さ
ま
へ

①
事
故
発
生
状
況
の
連
絡

自
然
災
害
や
病
虫
害

。
鳥
獣
害
な
ど
に
よ
り
、
１
割
以
上
の
数

量
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
事
故
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
、

お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
付
保
割
合
の
選
択
幅
拡
大

被
害
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害
額
を
算
定
後
、
加
入
者

が
選
択
し
た
付
保
割
合

（支
払
割
合
）
に
応
じ
て
共
済
金

を
お
支
払
い
し
ま
す
が
、
制
度
改
正
に
よ
り
、
付
保
割
合

（支
払
割
合
）
の
選
択
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

80
%
↑

改
正
後

一
４０
～
８０
％

○
小
損
害
不
填
補
の
選
択
肢
増
加

改
正
前
の
共
済
金
支
払
い
下
限
は
損
害
額
３
万
円
を
超

え
る
場
合
、
又
は
共
済
価
額
の
１０
分
の
１
で
し
た
が
改
正

後
、
以
下
の
３
種
類
か
ら
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。・
損
害
額
３
万
円
を
超
え
る
場
合
、
又
は
共
済
価
額
の

２０
分
の
１

・
損
害
額
１０
万
円
を
超
え
る
場
合

・
損
害
額
２０
万
円
を
超
え
る
場
合

○
共
済
掛
金
の
国
庫
負
担
限
度
額
の
引
き
上
げ

国
庫
負
担
限
度
額
に
つ
い
て
改
正
前
は
共
済
金
額
８
千

万
円
が
上
限
で
し
た
が
、
改
正
後
は
１
億
６
千
万
円
ま
で

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

③
つ
な
ぎ
資
金
を
受
け
ら
れ
ま
す

収
入
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
保
険
期
間
中
に
大
き
な

事
故
が
発
生
し
て
、
保
険
金
を
受
け
取
る
前
に
資
金
が
必
要
な
場

合
、
被
害
の
大
き
さ

（被
害
額
の
見
積
も
り
）
に
応
じ
て
、
無
利

子
で
つ
な
ぎ
資
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
故
発
生
通
知
を
す
る
際
に
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

「青
色
申
告
」を
始
め
ま
し
ょ
う

「収
入
保
険
」
に
加
入
す
る
に
は
、
青
色
申
告
を
し
て
い
る
こ

と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
白
色
申
告
を
し
て
い
る
方
が

「収
入
保
険
」
に
加
入
す

る
に
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

璽
目
色
申
告
承
認
申
請
書
」
の
提

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
（申
請
期
限
は
、
毎
年
３
月
１５
日
で
す
） ○

自
動
継
続
特
約
の
新
設

継
続
加
入
の
場
合
、
切
替
時
に
加
入
意
思
表
示
が
な
い

と
翌
年
の
加
入
は
取
消
と
な
り
ま
す
。

新
設
さ
れ
た
自
動
継
続
特
約
を
付
加
す
る
と
取
消
の
意

思
表
示
が
な
い
限
り
、
継
続
加
入
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す

（改
正
後
も
こ
れ
ま
で
同
様
、
職
員
が
訪
問

し
、
変
更
内
容
の
確
認
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
。

○
異
動
通
知
に
よ
る
加
入
内
容
の
変
更

当
初
の
申
告
か
ら
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
お
近
く
の
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
連
絡
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
責
任
開
始
後
で

も
加
入
内
容
の
変
更
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

（内

容
に
よ
っ
て
は
変
更
が
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
事

務
手
続
き
の
都
合
上
、
変
更
内
容
の
反
映
に
は
最
低
で
も

数
日
～
１０
日
程
度
の
期
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
）
。

園
芸
施
設
共
済
制
度
改
正
内
容
の
ポ
イ
ン
ト

改
正
日l」

50

「収
入
保
険
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「収
入
保
険
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

収
入
保
険
の
保
険
期
間
が
始
ま
り
ま
し
た

②
営
農
計
画
変
更
の
連
絡

加
入
申
請
の
際
に
申
告
さ
れ
た
３‐
年
度
の
営
農
計
画
に
つ
い

て
、
栽
培
面
積
や
品
目

・
品
種
な
ど
を
変
更
す
る
場
合
も
お
近
く

の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■個人の青色申告決算期間 :1月 1日～12月 31日の場合

11月末まで 12月末まで

※ 保険料・積立金は分割支払も可
(最終の納付期限は保険期間の8月末)

1月～12月

(税の収入の算定期間)

確定申告後 (3～ 6月 )

保険金・特約補てん金の

請求・支払

■法人の場合は、青色申告決算期 F国尋によ

り、加入申請時期は異なります。

(事業開始月の2カ月前の末日まで)

|

|

|

|
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収
入
保
険
に

ま

か

せ

て

く
だ
さ
い
！

／
　
０
ヽ

ヽ

ハ

収入保険のスケジュールは

保険期間

保険期間中に事故が発生
したり、営農計画に変更
等があれば、その都度ご
連絡ください。

曽
…
五
…
…

保険料・積立金・

事務費の納付
カロ入申請



水
稲
共
済

農
作
物
共
済
か
ら
の
お
知
ら
せ

【水
稲
共
済
の
掛
金
等
納
入
期
限
】

申
し
込
み
内
容
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
ご
提
出
い
た

だ
い
た
水
稲
共
済
加
入
申
込
書
を
基

に
、
引
受
事
務
処
理
を
行

っ
て
い
ま

す
。
掛
金
等
の
額
を
記
載
し
た
加
入

承
諸
書
を
７
月
中
旬
ま
で
に
お
届
け

し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
の

上
、
水
稲
作
付
け
に
変
更
が
あ

っ
た

場
合
は
、
管
内
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
支
所

へ
変
更
通
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

変
更
通
知
が
な
い
場
合
は
損
害
評

価
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
掛
金
等
を
指
定
回
座
か
ら
振
替
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。
期
限
ま
で
に
掛
金
等
の

納
入
が
な
い
場
合
は
、
加
入
で
き

ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

昨
年
夏
、
全
国
の
野
菜

・
花
き
類
の
産

地
に
お
い
て
、
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
や
シ
ロ

イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ
な
ど
の
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類

の
多
発
生
に
よ
る
被
害
が
問
題
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
多
発
生
は
、
薬
剤

が
効
か
な
く
な

っ
た
た
め
で
は
な
く
、
一品

温
乾
燥
な
ど
の
気
象
要
因
に
よ
る
も
の
で

あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
基

本
的
な
防
除
対
策
を
今

一
度
見
直
す
こ
と

に
よ

っ
て
、
効
果
的
な
防
除
が
実
施
さ
れ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
の
基
礎
的
な

生
態
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
防
除
の
た
め
の
管

理
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

及
ば
し
ま
す

（例

一
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
イ

チ
ゴ
、
キ

ャ
ベ
ツ
、
サ
ト
イ
モ
、
ト

マ

ト
、
ナ
ス
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
、
宿
根
カ
ス
ミ
ソ
ウ
、
カ
キ

（写

真
１
）
、
ブ
ド
ウ
な
ど
）
。
昨
年
多
発
し
た

作
物
で
は
、
翌
年
５
月
以
降
の
発
生
に
注

意
が
必
要
で
す
。

②
ン
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ

露
地
で
は
年
５
～
６
回
発
生
し
ま
す
。

幼
虫
は
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
に
似
て
い
ま
す

が
、
ひ
と
回
リ
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ
は
、

エ
ン
ド
ウ
、
ネ
ギ
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
宿
根
カ
ス
ミ
ソ
ウ
な

ど
で
被
害
が
多
発
し
ま
す
。

●
防
除
対
策

ョ
ト
ウ
ム
シ
類
の
防
除
は
、
以
下
３
点

の
初
期
防
除
に
重
点
を
置
き
ま
し
ょ
う
。

①
卵
塊
、
分
散
前
の
若
齢
幼
虫
の
除
去

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
、
シ
ロ
イ
チ
モ
ジ

ヨ
ト
ウ
の
雌
成
虫
は
、
１
、
０
０
０
粒
ほ

ど
の
卵
塊
で
産
卵
し
ま
す
。
ま
た
、
ハ

ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
若
齢
幼
虫
に
よ
る
食

害
で
、
葉
の
白
変
が
発
生
し
ま
す
。
ほ

場
を
見
回
り
、
初
期
被
害
を
発
見
し
、

卵
塊
や
若
齢
幼
虫
が
付
着
し
た
被
害
葉

な
ど
を
ほ
場
か
ら
持
ち
出
し
て
処
分
し

支
ド
し
ょ
＞つ
。

②
施
設
内
へ
の
成
虫
の
侵
入
防
止

施
設
栽
培
で
は
、
開
田
部
に
４
剛
目

合
の
ネ
ッ
ト
を
張
り
、
成
虫
の
侵
入
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

③
若
齢
幼
虫
に
対
す
る
適
期
防
除

ョ
ト
ウ
ム
シ
類
は
、
老
齢
幼
虫
に
対

す
る
薬
剤
の
効
果
が
低
下
す
る
た
め
、

若
齢
幼
虫

へ
の
防
除
を
徹
底
し
ま
す
。

ほ
場
観
察
の
他
、
熊
本
県
病
害
虫
防
除

所
の
発
生
予
察
情
報
も
参
考
に
し
ま

し

よ

＞つ

。

【連
絡
必
要
項
目
】

①
作
付
耕
地
の
追
加

・
削
除

②
地
名
地
番
の
間
違
い

③
作
付
品
種
の
変
更

●
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
の
発
生
生
態

①
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

露
地
で
は
年
５
～
６
回
発
生
し
ま
す
。

多
発
年
は
５
月
か
ら
成
虫
が
確
認
さ
れ
、

８
～
‐０
月
頃
に
発
生
が
ピ
ー
ク
と
な
り
ま

野
菜
ｏ花
き
ｏ果
樹
類
の

ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
の
防
除
対
策

月罠
本
県
農
業
技
術
課

康
業
革
新
支
援
セ
ン
タ
|

杉
,甫

直
幸

図1 フェロモントラップによるハスモンヨトウの誘殺状況 (阿蘇市)
600

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

注)熊本県病害虫防除所ホームページより引用   調査時期 (半旬毎)

（暦
）
類
寒
騰

す

（図
１
）
。
冬
期
は
、
幼
虫
ま
た
は
サ
ナ

ギ
で
越
冬
し
ま
す
。
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
は

多
く
の
野
菜

・
花
き

。
果
樹
類
に
被
害
を

被
害
申
告
は
収
穫
前
に
！

麦
共
済
の
損
害
評
価
が
始
ま
り
ま

す
。一
筆
方
式
で
は
、
平
年
収
量
の
３

割

（半
相
殺
方
式
で
は
２
割
、
全
相

殺
方
式
お
よ
び
災
害
収
入
共
済
方
式

で
は
１
割
）
を
超
え
る
共
済
事
故
が

発
生
し
た
場
合
は
、
被
害
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

共
済
事
故
が
発
生
し
て
も
被
害
申

告
が
な
い
場
合
は
、
共
済
金
支
払
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
管
内
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

支
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

共
済
事
故
と
は
、
す
べ
て
の

自
然
災
害

。
鳥
獣
害

・
病
虫

害
で
す
。

共
済
事
故
と
は
、
す
べ
て
の
自
然

災
害

・
鳥
獣
害

・
病
虫
害
で
す
。

肥
培
管
理
の
粗
放
又
は
不
行
き
届

き
、
病
害
虫
防
除
の
不
適
切
等
に
よ

る
減
収
量
は
共
済
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

写真1 ハスモンヨトウ幼虫によるカキ果実への被害

注)果皮表面や果実内部が食害される

ヽ開始 ! 州 300 限定 おI

陽

逆ばせている
土地を
益化しましょ !

●遊体地 ●資材置き場
●駐車場跡地
。使つていない農地
●山林 等

6HINOKUNIHINOKUNI7

技

術

■

報

納入期限 地域名

フ月20日

天車市、上天車市、天車郡、

阿蘇市、阿蘇郡 (西原村を

除く)

7月末日 熊本県内の上記以外の地域

―●― 平成30年

△  平成29年

―
平年 (H20～29)

‖△ハ 角

麦
共
済

京 セ ラ
ツーラーコ田ポレー〕ヨ〕
に

土地を賞して

多額の投資はしたくない方

言

螂

!!用活

ください

お電話ください

μ融＞測物語
は

く

る
け
ど

ｆ

使つてい′よい土地を

活用させてください

こ
の
ュ
地
は
、

活
糸
の
ぁ

岸
♂
い■
争

為
肇

＼
一犠
⌒

京セラソーラー詩 熊本 爾 o120‐ 38‐55フ0
熊本市南区江越2丁目22‐7く営業時間〉10:00～17:00〔祝日休】 運営会社 /(株)西 日本ケイエス

鳳
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ト
ヽ
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①家族構成 ②経営内容

毎日一生懸命頑張つている組合員さんにお聞きしました。μ
Ｆ
Ｔ

ｈ
・

口，
Ｆ
警

■―義～
:す寄聰ゃ表し

初めての出荷で感激

躙つつみ

①妻、孫の3人家族

②カスミソウ25″

いしだ   ちはる

石田 千陽さん¢0歳 )
|

|

自らの責任で計画実行

堤
まさひろ

政1専さん(46歳 )

地域と共にこれからも

①母と妻、子ども2人の5人家族
②水稲145ア 、スイカ110魔、レイン28τ 、
キュウリ25τ

|

|

|

小
さ
い
頃
か
ら
農
作
業
の
手
伝
い
が

好
き
で
、
学
校
が
終
わ
る
と
よ
く
イ
草

刈
り
に
行

っ
て
い
ま
し
た
。
父
に
農
業

高
校

へ
の
進
学
を
進
め
ら
れ
、
そ
こ
で

植
物
を
育
て
る
楽
し
み
を
知
り
、
高
校

卒
業
後
に
就
農
し
ま
し
た
。

現
在
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
２。
写
栽
培
し

て
い
て
、
関
東
方
面
に
出
荷
し
て
い
ま

す
。
自
分
で
育
て
た
商
品
を
初
め
て
出

荷
で
き
た
と
き
は
感
激
で
し
た
。
そ
の

反
面
、
病
気
が
入

っ
て
破
棄
す
る
と
き

は
と
て
も
悲
し
く
な
り
ま
す
。
今
回
で

２
度
目
の
栽
培
と
な
り
ま
す
が
、
毎
日

が
勉
強
で
す
。

将
来
は
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
増
設
し

て
品
種
も
増
や
し
、
直
接
消
費
者
に
触

れ
合
え
る
ネ

ッ
ト
販
売
を
考
え
て
い
ま

す
。

「千
陽
さ
ん
の
ト
マ
ト
は
お
い
し

い
」
と
評
判
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

/

高
校
卒
業
後
、
県
外
や
地
元
の
企
業

で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
父
の
跡
を
継

ご
う
と

一
念
発
起
、
就
農
し
た
の
が
３２

歳
で
し
た
。

最
近
で
は
、
全
国
的
に
子
牛
の
価
格

が
良
く
、
繁
殖
農
家
は
う
ら
や
ま
し
が

ら
れ
ま
す
が
、
毎
日
の
努
力
と
学
び
続

け
る
こ
と
が
牛
の
品
質
向
上
、
価
格
の

安
定

に

つ
な
が

っ
て
い
る
と
思

い
ま

す
。少
な
い
頭
数
だ
か
ら
で
き
る
目
配
り

で
管
理
を
徹
底
し
、
安
定
し
た
出
荷
価

格
を
維
持
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

父
と

一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が

何
を
や

っ
て
も
ま
だ
ま
だ
勝

て
ま
せ

ん
。牛
の
系
統
や
近
代
農
業
の
勉
強
、
地

域
の
畜
産
農
家
と
の
交
流
を
通
じ
て
知

識
を
膨
ら
ま
せ
、
小
規
模
農
家
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
畜
産
を
こ
れ
か
ら
も
父
と

一
緒
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

ハ
ウ
ス
で
カ
ス
ミ
ソ
ウ
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
毎
日
の
管
理
と
気
候
に
左
右

さ
れ
る
作
物
で
す
し
、
一
人
で
作
業
し

て
い
る
の
で
、
無
駄
な
く
、
効
率
よ
く

作
業
が
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

す
。毎
日
の
作
業
は
、
常
に
緊
張
感
を
持

っ
て
行

っ
て
い
て
、
出
荷
し
た
と
き
に

喜
び
を
感
じ
ま
す
。

今
後
は
カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
他
に
も
、
い

ろ
い
ろ
な
野
菜
を
栽
培
し
て
、
収
入
の

安
定
を
目
指
し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
今
年
か
ら
加
入
し
た
収
入
保
険

は
万
が

一
の
と
き
に
頼
り
に
な
り
ま
す
。

休
み
は
な
か
な
か
取
れ
な
い
の
で
す

が
、
時
間
が
で
き
た
と
き
に
は
、
家
族

で
買
い
物
な
ど
に
行
き
、
私
は
運
転
手

と
荷
物
持
ち
で
振
り
回
さ
れ
て
い
ま

す
。
私

の
希
望
と
し
て
は
、
家
族
と

「
ゆ

っ
く
り
」
過
ご
す
時
間
を
作
り
た

い
で
す
。

′
'二

重
県
に
あ
る
野
菜
茶
業
試
験
場

で
、
２
年
間
農
業
を
学
ん
で
就
農
し
ま

し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
、
自
然
と
農
業
に
触

れ
て
い
た
の
で
、
迷
い
や
戸
惑
い
な
く

実
家
の
農
業
を
継
ぐ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

現
在
は
Ｊ
Ａ
鹿
本
園
芸
部
山
鹿
北
支

部
長
の
他
、
農
業
関
係
以
外
の
役
目
も

務
め
て
い
て
、
異
業
種
の
方
と
触
れ
合

う
と
、
今
ま
で
見
え
な
か

っ
た
部
分
も

見
聞
き
で
き
て
、
仕
事

に
役
立
ち
ま

す
。農
業
の
魅
力
は
大
き
な
責
任
を
伴
う

も
の
の
、
自
分
で
計
画
を
立
て
実
行
で

き
る
面
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で

私
は
、
ハ
ウ
ス
内
作
業
で
の
農
薬
は
な

る
べ
く
使
用
せ
ず
、
防
虫
ネ
ッ
ト
な
ど

を
利
用
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
収
入
保
険

へ
の
加
入
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
家
族
で
頑
張

っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

￥

十

１

４

＝
、　
１
言
】

①祖父母と父の4人家族

②ミニトマト20庸

小規模の利点生かして
さ さ き  ひでき 脚 だ  かずお

収入安定を目指して
菊池市

お
小 ―男さんμl歳)佐々木 英樹さん脩4歳 )

①両親と祖母の4人家族
②繁殖成牛15頭、子牛]1頭、水稲60庸、
WCSl M、 飼料3銘

//:ⅢⅢイチゴで笑顔求める
さかぐち  みつひさ

坂□ 光久さん徽0歳 )
ながた  あきひろ

永田 暁洋さん●2歳 )

①両親と妻、子ども3人のフ人家族

②イテゴ1026庸

私
の
父
は
、
ミ
カ
ン
栽
培
か
ら
イ
チ

ゴ
栽
培
に
転
換
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

一
生
懸
命
汗
を
流
す
父
の
背
中
を
見
て

育

っ
た
私
は
、
県
立
農
業
大
学
校
を
卒

業
後
、
ス
イ
ス
で
１
年
間
農
業
を
学
ん

で
、
親
元
に
就
農
し
ま
し
た
。

就
農
当
初
か
ら
リ
ス
ク
分
散

の
た

め
、
野
菜
と
の
複
合
栽
培
を
行

っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
栽
培
面
積
の
増
加

や
優
良
品
種
導
入
な
ど
で
、
経
営
も
安

定
し
て
き
た
の
で
、
今
期
か
ら
は
イ
チ

ゴ

一
本
に
絞
り
ま
し
た
。

自
然
が
相
手
で
、
経
営
の
安
定
化
が

課
題
で
す
が
、
今
年
か
ら
は
収
入
保
険

制
度
も
新
た
に
始
ま
り
、
経
営
安
定
に

寄
与
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
食
べ
た
人
が
笑
顔
に
な

っ
て

く
れ
る
イ
チ
ゴ
栽
培
を
目
指
し
て
、
経

営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

脱
サ
ラ
し
て
就
農
し
、
現
在
５
年
目

に
な
り
ま
す
。

農
大
で
研
修
を
受
け
た
あ
と
、
阿
蘇

で
土
地
を
譲
り
受
け
て
ト
マ
ト
栽
培
を

始
め
ま
し
た
。

初
め
は
教
科
書
ど
お
り
に
は
い
か
な

い
部
分
も
多
く
て
苦
労
し
ま
し
た
が
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
頑
張

っ
て
い
ま

す
。
最
近
は

「な
な
め
誘
引
」
と
い
う

手
法
で
作
業
時
間
の
短
縮
を
図

っ
て
い

ま
す
。
消
防
団
や
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年
部
の
他
、

西
原
村
の
神
楽
保
存
会
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

部
長
な
ど
、
地
域
の
助
け
と
な
る
活
動

に
た
く
さ
ん
参
加
し
て
い
ま
す
。
趣
味

で
ギ
タ
ー
や
ベ
ー
ス
を
や

っ
て
い
て
、

毎
年
バ
ン
ド
を
組
ん
で
地
元
の
祭
り
で

演
奏
も
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
、
地
元
を
盛
り
上
げ
た
い
で
す
。
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